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お
い
て
、
本
来
の
形
で
の
開
催
は
３
年
ぶ
り
と

の
こ
と
で
し
た
。
校
舎
内
を
歩
い
て
い
る
と
楽

し
か
っ
た
当
時
の
記
憶
が
よ
み
が
え
る
と
と

も
に
、
在
校
生
の
皆
さ
ん
が
青
春
を
謳
歌
さ
れ

る
姿
を
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
自
主
自
律

の
校
風
は
私
が
在
学
し
た
当
時
か
ら
変
わ
っ

て
お
ら
ず
、
学
業
に
励
む
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
楽
し
む
時
に
は
思
い
っ
き
り
楽
し
む
と

い
う
精
神
は
今
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
と
感

じ
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
創
立
50
周
年
記
念
誌

に
よ
る
と
、
石
舞
祭
と
い
う
名
称
は
昭
和
62
年

か
ら
使
わ
れ
は
じ
め
た
そ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら

先
も
創
立
時
か
ら
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
な
が

ら
、
生
涯
の
思
い
出
と
な
る
学
園
祭
で
あ
っ
て

ほ
し
い
と
願
う
も
の
で
す
。

　

令
和
５
年
８
月
19
日
、
創
立
60
周
年
を
記
念

し
、「
同
窓
生
の
集
い
２
０
２
３
」
を
開
催
す

る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
令
和
２
年
に
開
催
を

予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け
て
中

止
と
な
り
ま
し
た
こ
と
か
ら
、
７
年
ぶ
り
の
開

催
と
な
り
ま
す
。
世
代
を
問
わ
ず
楽
し
い
集
い

と
な
る
よ
う
、
昨
年
の
９
月
に
実
行
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、
交
流
部
会
が
中
心
と
な
っ
て
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
度
の
集
い
が
き
っ
か

け
と
な
り
、
会
員
相
互
の
交
流
が
よ
り
一
層
活

発
に
な
り
ま
す
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
し
た
が
、
石
山
高
等
学
校
の

益
々
の
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
ご
多
幸
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
今
後
と
も
同
窓
会
の
運
営
に
ご
支
援
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
何
卒
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

ご
挨
拶

ご
挨
拶

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま

す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
度
よ
り
会
長
を
務
め
て
お
り
ま
す
27
期

生�

谷�

祐
治
と
申
し
ま
す
。
平
素
は
滋
賀
県
立

石
山
高
等
学
校
同
窓
会
の
運
営
に
格
別
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
４
月
、
石
山
高
等
学
校
は
創
立
60

周
年
を
迎
え
ま
す
。
昭
和
38
年
に
普
通
科
が
開

設
さ
れ
た
当
時
、
国
分
の
地
に
ま
だ
校
舎
は
竣

工
し
て
お
ら
ず
、
本
校
の
歴
史
は
滋
賀
大
学
内

の
仮
校
舎
で
始
ま
り
ま
し
た
。
創
立
か
ら
５
年

後
の
昭
和
43
年
に
は
県
内
初
と
な
る
音
楽
科

が
開
設
さ
れ
、
両
科
あ
わ
せ
て
２
万
人
を
超
え

る
「
石
高
生
」
が
卒
業
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
間
、
同
窓
会
の
発
展
に
ご
尽
力
く
だ
さ

り
ま
し
た
歴
代
役
員
の
皆
様
、
ご
支
援
を
く
だ

さ
り
ま
し
た
全
て
の
皆
様
に
心
か
ら
敬
意
と

感
謝
の
意
を
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

昨
年
の
7
月
、
学
園
祭
を
観
覧
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
現
在
、
石
山
高
等
学
校
で
は
文

化
祭
と
体
育
祭
を
あ
わ
せ
て
「
石
舞
祭
（
こ
く

ぶ
さ
い
）」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
１
年
生
は
展

示
作
品
の
制
作
、
2
年
生
は
演
劇
、
3
年
生
は

模
擬
店
に
取
り
組
ま
れ
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に

同
窓
会 

会
長

谷
　 

祐 

治

　

石
山
高
等
学
校
同
窓
会
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
、
益
々
ご
健
勝
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
平
素
は
、
本
校
教
育
活
動
に
深

い
ご
理
解
と
温
か
い
ご
支
援
・
ご
協

力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
私
は
、
今
年
度
で
着
任
し
て
２

年
目
を
迎
え
ま
し
た
樋
口
啓
子
と
申

し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
社
会
は
大
き
な
変
革
期
を
迎
え
て
お
り
、
今
後
の
Ｉ
Ｔ
社

会
に
順
応
し
た
人
材
育
成
の
手
法
と
し
て
の
「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
」

が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
の
Ａ
：
芸
術
に
つ
い
て
は
、
創
造

力
を
育
て
た
り
、
自
由
な
発
想
力
や
想
像
力
に
よ
り
自
分
の
イ
メ
ー

ジ
や
考
え
方
を
言
語
化
し
、
表
現
す
る
力
・
伝
え
る
力
を
鍛
え
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
る
分
野
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
滋
賀
県
で
は
新
し
い
時
代
を
切
り
拓
く
人
づ

く
り
の
た
め
の
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
県
立
学
校
魅
力
化
プ

ラ
ン
を
作
成
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
普
通
科
と
県
内
唯
一
の
音

楽
科
を
併
設
す
る
本
校
と
し
て
は
、
こ
れ
を
機
に
、「
普
通
科
と
音
楽

科
の
生
徒
が
互
い
に
磨
き
合
う
こ
と
で
、
知
性
と
感
性
を
兼
ね
備
え

た
創
造
力
あ
る
人
材
を
育
成
す
る
学
校
づ
く
り
」
を
教
育
目
標
の
一

つ
に
新
た
に
加
え
、
本
校
の
魅
力
化
推
進
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
生
徒
た
ち
に
音
楽
を
通
し
て
豊
か
な
感
性
を

磨
く
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
学
科
の
垣
根
を
越
え
て
生
徒
た

ち
が
と
も
に
学
び
合
い
磨
き
合
う
学
校
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
同
窓
生
の
皆
様
が
築
い
て
こ
ら
れ
た
輝
か
し
い
歴
史
と

伝
統
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
学
校
と
し

て
61
年
目
か
ら
の
本
校
の
新
た
な
歴
史
を
刻
ん
で
い
け
る
よ
う
、
教

育
活
動
の
質
の
向
上
や
環
境
づ
く
り
に
努
め
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
同
窓
会
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
本
校
教
育
活
動
に
対
し

ま
し
て
ご
理
解
と
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
挨
拶

ご
挨
拶

校
　
長樋

口
　
啓
子
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私
た
ち
も

私
た
ち
も  

応
援
応
援  

し
て
い
ま
す

し
て
い
ま
す
‼‼

　

野
球
部
も
創
部
60
年
と
な
り
そ
れ
な
り
の

歴
史
を
作
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

創
部
当
初
、
１
期
生
・
２
期
生
は
グ
ラ
ン
ド

で
石
拾
い
に
始
ま
り
、
粟
津
中
学
の
グ
ラ
ン
ド

を
借
り
練
習
を
さ
れ
て
ま
し
た
（
中
学
生
の
練

習
後
に
）
こ
れ
が
原
点
で
す
。

　

そ
の
後
、
12
期
生
は
夏
の
県
大
会
で
優
勝

（
残
念
な
が
ら
当
時
は
福
井
県
と
２
県
で
１
代

表
の
た
め
福
滋
戦
で
惜
し
く
も
敗
退
）。
27
期

生
は
県
大
会
で
準
優
勝
（
決
勝
戦
は
八
幡
商
業

に
０
：
１
で
惜
敗
）
甲
子
園
は
遠
い
存
在
で
し

た
が
、
30
期
生
に
お
い
て
秋
季
県
大
会
で
３
位

な
が
ら
近
畿
大
会
で
の
好
成
績
を
評
価
さ
れ

選
抜
高
校
野
球
大
会
で
初
め
て
甲
子
園
の
土

を
踏
む
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

Ｏ
Ｂ（
Ｏ
Ｇ
）
会
は
約
40
年
前
１
台
の
バ
ッ

テ
ィ
ン
グ
マ
シ
ー
ン
の
購
入
を
き
っ
か
け
で

発
足
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
一
人
で
は
難
し
い

の
で
組
織
化
す
る
た
め
に
37
～
38
年
前
、
そ
れ

ま
で
の
卒
業
生
の
名
簿
を
手
配
し
（
初
代
監

督
・
宮
本
晴
夫
氏
が
ガ
リ
版
に
て
作
成
）、
平
成

２
年
（
１
９
９
０
年
）
に
「
石
山
高
校
野
球
部

Ｏ
Ｂ（
Ｏ
Ｇ
）
会
会
則
」
を
作
成
す
る
に
至
り

ま
し
た
。
そ
の
目
的
と
し
て
「
会
員
の
連
帯
と

発
展
、
そ
し
て
親
睦
を
深
め
協
力
し
て
野
球
部

の
発
展
と
振
興
に
寄
与
す
こ
と
を
目
的
と
す

る
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
発
足
当
初
か
ら
Ｏ

Ｂ（
Ｏ
Ｇ
）会
会
費
を
募
り
毎
年
ボ
ー
ル
、バ
ッ

ト
等
の
備
品
購
入
、
グ
ラ
ン
ド
施
設
、
遠
征
費

の
一
部
負
担
な
ど
の
援
助
を
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
年
間
の
活
動
と
し
て
「
滋
賀
県
高
校

野
球
Ｏ
Ｂ
シ
ニ
ア
野
球
大
会
（
55
歳
以
上
）
１

回
」「
３
校
対
抗
野
球
大
会
（
石
山
・
大
津
商

業
・
比
叡
山
、
皇
子
山
球
場
に
て
）
１
回
」「
Ｏ

Ｂ
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
（
宮
本
杯
２
回
、
春
季
＆

秋
季
）」「
Ｏ
Ｂ（
Ｏ
Ｇ
）
会
報
２
回
、
冬
季
＆

夏
季
」。

　

そ
し
て
「
Ｏ
Ｂ（
Ｏ
Ｇ
）
会
総
会
」
は
毎
年

８
月
15
日
を
中
心
に
日
程
を
取
り
、
皇
子
山
球

場
で
Ａ
Ｍ
は
総
会
、
Ｐ
Ｍ
は
Ｏ
Ｂ
間
の
１
試
合

と
Ｏ
Ｂ
選
抜
：
現
役
（
硬
式
）
１
試
合
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
「
創
部
50
年
式
典
（
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
）」、

「
創
部
55
年
式
典
（
あ
た
か
飯
店
）」、「
創
部
60

年
式
典
（
琵
琶
湖
ホ
テ
ル
）」
で
は
歴
代
監
督

も
御
招
待
し
行
っ
て
い

ま
す
。

　

私
も
野
球
部
創
部
60

周
年
を
も
っ
て
交
代
し

ま
す
が
、
今
後
も
Ｏ
Ｂ

（
Ｏ
Ｇ
）
会
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。　

　

♪ 

緑
濃
き　

国
分
の
丘
に　

つ
ど
い
来
る　

友
垣
若
し
‥
‥

　

滋
賀
県
立
石
山
高
等
学
校
創
立
60
周
年
、
誠

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
国
分
の
丘
の
学

び
の
園
に
つ
ど
っ
た
３
年
間
の
日
々
が
懐
か

し
く
、
ま
た
、
つ
い
こ
の
間
の
こ
と
の
よ
う
に

思
い
出
さ
れ
ま
す
。
一
言
で
60
周
年
と
い
い
ま

す
が
、
人
間
で
い
う
と
「
還
暦
」
に
あ
た
り
ま

す
。
今
日
あ
る
私
た
ち
の
礎
を
築
い
て
い
た
だ

い
た
母
校
に
“
感
謝
の
気
持
ち
を
贈
る
節
目
の

年
”
と
し
た
い
も
の
で
す
。

　

私
が
所
属
し
て
お
り
ま
し
た
サ
ッ
カ
ー
部

も
「
石
山
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会
」
が
設

立
さ
れ
30
周
年
を
迎
え
ま
す
。
設
立
か
ら
長

野
球
部
創
部
60
年石

山
高
校
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会　
会
長　
　

奥 

村
　
謙 

一
（
４
期
生
）

年
、
盆
と
正
月
に
高
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
集
ま

り
、
Ｏ
Ｂ
会
交
流
サ
ッ
カ
ー
大
会
を
実
施
し
て

プ
レ
ー
を
楽
し
む
と
と
も
に
、
Ｏ
Ｂ
会
費
か
ら

心
ば
か
り
の
現
役
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
コ
ロ
ナ
禍
に
入
っ
て
か
ら
は

諸
事
業
も
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
折
、８
月
に
「
創
立
60
周
年
の
集
い
」

を
開
催
し
て
い
た
だ
け
る
と
伺
い
、
サ
ッ
カ
ー

部
も
「
Ｏ
Ｂ
会
設
立
30
周
年
の
集
い
」
を
兼
ね

て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

石
山
高
校
同
窓
生
の
皆
さ
ん
、
サ
ッ
カ
ー
部

Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ん
、
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

石
山
高
校
創
立
60
周
年
、サ
ッ
カ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会
設
立
30
周
年
を
祝
っ
て

石
山
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会　
会
長　
　

中 

山
　
勝 

則
（
17
期
生
）

　

創
立
60
周
年
を
記
念
し
て
、
石
山
高

校
テ
ニ
ス
部
同
窓
会
を
立
ち
上
げ
る

運
び
と
な
り
ま
し
た
。
男
子
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
部
・
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
、
世

代
を
超
え
て
楽
し
い
会
に
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
発
足
に
あ
た

り
、
下
記
の
時
間
帯
、
皆
さ
ん
が
青
春

時
代
を
過
ご
さ
れ
た
石
山
高
校
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
を
お
借
り
し
ま
し
た
。
し
ば

し
の
時
間
、
昔
を
思
い
出
し
て
楽
し
い

時
間
を
過
ご
さ
れ
ま
せ
ん
か
!! 

皆
様

の
ご
参
加
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
同
窓
生
の
皆
さ
ん
へ

石
山
高
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部　
平
成
元
年
度
キ
ャ
プ
テ
ン　

長
谷
川
　
諭
（
25
期
生
）

令
和
5
年

 

6
月
3
日（
土
）

　 

13
時
か
ら
16
時
ま
で
の
間

・
テ
ニ
ス
を
さ
れ
る
方
は
運
動
に
適
し
た
靴
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

・
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト
を
お
持
ち
の
方
は
ご
持
参
く
だ
さ

い
。（
お
持
ち
で
な
い
方
は
お
貸
し
し
ま
す
。）

・
当
日
、
更
衣
室
・
休
憩
室
と
し
て
石
高
会
館
を
お
借

り
す
る
予
定
で
す
。

・
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
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学年学年ややクラブ単位等クラブ単位等でで同窓会同窓会のの開催開催をを予定予定されているされている皆様皆様
石山高等学校同窓会では、学年やクラブ単位で同窓会の開催を予定
されている皆様を支援する制度を設けています。文書通信費などに
ご活用ください。ご相談やご質問は同窓会ＨＰお問い合わせフォー
ムから承っております。

（支給手順）
問い合わせ・申し込み⇒同窓会の開催（１人あたり100円
の補助金）⇒実績報告の提出（開催日時、会場、�参加人数
を記載のうえ、開催状況の分かる写真を添付）

令和5年8月19日㈯　12：00開会（受付11：00〜）

　お誘い合わせの上、多数ご参加くださいますよう、
お願い申し上げます。

（同封の申込みハガキを返信ください。）
締め切り：令和5年7月15日（土）

「集い」開催年表
第１回 1994年８月28日

「同窓会特別総会（懇親会）」
会場：旧琵琶瑚ホテル

第２回 1997年８月24日
「同窓生の集い：創立35周年記念」
会場：大津プリンスホテル

第３回 2000年８月６日
「同窓生の集い：ミレニアム2000」
会場：琵琶湖ホテル

第４回 2004年８月29日
「同窓生の集い」
会場：琵琶湖ホテル

第５回 2008年８月24日
「同窓生の集い」
会場：琵琶湖ホテル

第６回 2013年８月18日
「同窓生の集い：創立50周年記念」
会場：琵琶湖ホテル

第７回 2016年８月６日
「同窓生の集い」
会場：琵琶湖ホテル

〒520-0041�滋賀県大津市浜町2-40
TEL：077-524-7111

浜大津アーカス

びわ湖浜大津

琵琶湖

琵琶湖ホテル
へ徒歩約5分 京阪電車石山坂本線

スカイクロス

市民
会館

●

558
大津港口

◉無料 シャトルバス◉
JR大津駅から約５分
8：00〜22：00の間
15分毎に毎日運行

●滋賀ビル

JR大津駅
北口

シャトルバス
のりば

〈シャトルバスのご利用〉

滋賀銀行
●

大津駅前
交差点
タクシー

交番
●

会場：琵琶湖ホテル ３階「瑠璃の間」
会費：8,000円 ※当日会場にてお支払いください。

　この度の石山高等学校創立60周年記念「同窓生の集い2023」の実行委員長を拝命いたしました前同窓会長18期卒業生の伊吹
達郎でございます。
　「同窓生の集い」につきましては、私が会長を務めておりました2020年８月に開催する予定で実行委員会も立ち上げ進めて
おりましたが、新型コロナウイルス感染症拡大のため延期とさせていただきました。その後、同窓生の集いのあり方など総合
的に検討し、これまでのオリンピックの年、４年ごとに開催してきましたが、学校の周年記念に併せて５年ごとに開催するこ
ととし、まずは、石高の還暦に当たる60周年の2023年頃には、コロナも落ち着いているだろうという希望的観測を持って慎
重に計画を進めて参りました。

　つきましては、ご覧の通り、学校創立60周年という記念すべき年の８月19日に琵琶湖ホテルにおいて、2016年以来７年ぶりとなる「同窓生
の集い」を開催致しますので、みなさまお誘い合わせの上、ご参加賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。
�石山高等学校創立60周年記念「同窓生の集い2023」 実行委員長

　� 伊 吹　達 郎

6060周年記念周年記念 同窓生の集い同窓生の集い20232023 開催のご案内
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同窓生のご活躍を紹介する「同窓生通信」をホームページでご覧いただけます。
前号の会報発行以降、５名の皆様がご寄稿くださりました。

同窓生通信 | 滋賀県立石山高等学校同窓会（dosokai.link）

上田 明美さん（５期生）

　（旧姓 山本）
農村文化や歴史文化を後世に
残すための活動に取り組まれ
ています。

平野 駿さん（54期生）・古賀 礼人さん（54期生）・

舩越 悠生さん（55期生）

ゴリラ祭―ズを結成され、音源制作やライブ
活動を行なっておられます。

木村 毬乃さん（46期生）

�日本代表選手として、パリ
五輪の出場を目指しておら
れます。

■石山高等学校応援寄付（ふるさと納税）のご案内
ふるさと納税の仕組みを活用して、石山高等学校を応援いただける制度が創設されました。
手続きの方法など、詳しい情報につきましては学校ホームページ「ふるさと納税」にてご覧
をいただけます。

石山高校応援ふるさと納税案内ページ�
石高キャラクター いしまる

　この度の会報は、創立60周年
にちなんだ記事を中心に掲載を
させていただきました。同窓生

通信にご寄稿くださりました５名の皆様の今後ますますのご活
躍をご祈念申し上げます。
　同窓会のホームページはスマートフォンでも大変見やすいデザ
インとなっております。皆様、ぜひ一度、ご覧くださいませ。今
後も会員相互の交流と母校の発展に資する情報発信に取り組んで
まいります。今後ともよろしくお願い申し上げます。
� 広報担当役員�一同

編 集 後 記編 集 後 記役　職 氏　名 卒期
会長 谷　　祐治 27

副会長

木村　公信 9
貴田　千弘 16
川端　雅彦 24
河本　泰秀 28

会計
松田　奉子 18
仁科有加里 40

庶務
塚本　秀夫 31
徳永　幸代 37

監事
宇野　敬造 3
岩井　繁治 6

役　職 氏　名 卒期
監事 永野　　智 16

部会長 大原眞代子 7

副部会長
宇野その子 7
片平　　誠 7
白砂美智代 15

顧問

町田　　登 2
中村　　徹 2
稲塚　正典 6
塩見　　修 12
伊吹　達郎 18

（令和４年２月現在 敬称略）■石山高等学校同窓会役員一覧

　同窓会ホームページに掲載をいたします
協賛広告（バナー広告）を募集しています。
詳しくは同ページに設けております協賛広
告掲載案内ページをご覧ください。

※�同窓生が関与される企業・事業所・店舗など
の広告に限定させていただきます。

同窓会ホームページ同窓会ホームページ
協賛広告募集のお知らせ協賛広告募集のお知らせ　令和４年度、これまで165名の皆様からご寄付を頂戴いた

しました。謹んで御礼申し上げます。この度、同窓会へのご寄
付が郵便局とあわせてコンビニエンスストアからもいただけ
るようになりました。詳しくは同封しております「寄付金のお
願い」をご覧ください。
※�一口2,000円からのご寄付をお願いしております。２口以上、ご寄付
いただけます場合は郵便局振込取扱票にあらかじめ記載しております
同金額をご訂正いただくことでお振込みいただけます。

同窓会へのご寄付のお願い同窓会へのご寄付のお願い


